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定例会資料：議案第３号

令 和 ２ 年 ３ 月 １ ８ 日

文 化 振 興 課

議案第３号

秋田市指定文化財の指定に関する件

秋田市文化財保護条例（昭和36年秋田市条例第23号）第４条第１項の規定

により、秋田市指定文化財に次のとおり指定する。

令和２年３月18日提出

秋田市教育委員会

教育長 佐 藤 孝 哉

秋田市指定文化財に指定する物件

所有者等又は保持者等

種 別 名 称 員 数

住 所 氏名又は団体名

有形文化財 地方遺跡出土品 ８９点 秋田市山王一丁目 秋田市

（考古資料） １番１号 秋田市長 穂積 志

提案理由

秋田市文化財保護審議会から答申のあった上記の物件を、秋田市指定文化

財に指定しようとするものである。
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秋田市指定文化財の指定に関する件

次の物件について、指定候補として秋田市文化財保護審議会に諮問したところ、

文化財として指定すべきであるとの答申があったため、秋田市指定文化財に指定し

ようとするものである。

１ 指定しようとする物件

(1) 地方遺跡出土品（８９点）
じ かた

２ 文化財保護審議会における審議の概要

令和元年７月から１２月まで３回にわたって開催した秋田市文化財保護審議会

において、指定候補物件の調査および審議を行った。その審議結果に基づき、令

和２年２月１４日開催の審議会に文化財指定について諮問したところ、本物件は

市内に所在する貴重な価値をもつ文化財であることから、秋田市指定文化財に指

定すべきであるとの答申がなされたものである。内容は以下のとおりである。

(1) 地方遺跡出土品

縄文時代晩期の地方遺跡から出土した考古資料である。

地方遺跡は、秋田市御所野に所在し、昭和６１年（1986）に秋田市教育委員

会により発掘調査が行われ、縄文時代晩期の土壙墓５５９基が発見された特殊
ど こう ぼ

な墓地遺跡である。

土壙墓から、土器や石器、耳飾りなどの土製品、玉・勾玉などの石製品が出
たま まがたま

土している。また、土壙墓周辺の沢状地形などから、精巧な土器や儀礼用と考

えられるミニチュア土器、土偶などの土製品、勾玉・石棒などの石製品が出土
せきぼう

している。これらの出土品は、縄文時代における社会構造を明らかにするうえ

で貴重である。
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令和元年度秋田市指定文化財候補物件資料

１ 名 称 地方遺跡出土品

２ 員 数 ８９点

３ 種 別 有形文化財（考古資料）

４ 所 在 地 秋田市雄和妙法字上大部48-1（埋蔵文化財収蔵施設）

５ 所 有 者 秋田市

６ 年 代 縄文時代晩期

７ 説 明

（１）概要

本物件は、縄文時代晩期の地方遺跡から出土した考古資料である。

地方遺跡は、縄文時代晩期の土壙墓５５９基が発見された特殊な墓地遺跡である。

土壙墓内から、土器や石器、耳飾りなどの土製品、勾玉・小玉などの石製品が出土

している。また、土壙墓周辺の沢状地形などから、精巧な土器や儀礼用と考えられ

るミニチュア土器、土偶などの土製品、石棒などの石製品が出土している。（註１）

このうち出土地点や墓地遺跡特有の器種組成、出土品の遺存状況を考慮し、８９点

を選定した（表１、第１～５図）。

（２）地方遺跡について

地方遺跡は、秋田県内でも古くから存在が知られていた遺跡である。郷土研究の

さきがけである真崎勇助（1841～1917）は、明治８年（1875）に地方遺跡周辺で石

器を採集したことを、考古学日誌『雲根録』に記している（註２）（冨樫2011）。そ

の後、地方遺跡は、昭和６１年（1986）に秋田市教育委員会により秋田新都市開発

事業に伴う発掘調査が実施された。調査の結果、縄文時代中期と晩期の複合遺跡で

あることが判明し、調査成果については、調査報告書および市史に報告がなされて

いる（秋田市教育委員会1987、秋田市2002・2004）。

地方遺跡は、秋田市御所野堤台一丁目（旧地名：秋田市上北手猿田字堤ノ沢）、

秋田平野南部の御所野台地に所在する（第６図）。御所野台地は雄物川の支流であ

る岩見川の河岸段丘であり、遺跡は標高約４６ｍの地点に立地し、地形区分上では

中位段丘面で、御所野台地遺跡群の中では最も高い段丘面に位置している（第７図）。

地方遺跡の縄文時代晩期の発見遺構は、土壙墓５５９基、土器棺墓１基、竪穴住

居跡２軒、掘立柱建物跡５棟、土坑１６８基である（第８図）。居住域が非常に希

薄で、土壙墓が多数発見されたことから、特殊な「墓地遺跡」といえる。出土した

土器型式から、縄文時代晩期前葉から中葉が主体である。

調査区中央部北側に北西からの浅い沢状地形があり、遺跡は地形的に東西に二分

されている（第９図）。土壙墓の分布はこの遺跡中央の沢により大きく調査区の南

西地区と北東地区に分かれている（第１０～１２図）。南西地区で９９基の土壙墓
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2

が発見され、北側にⅠ群（４０基）、南側にⅡ群（５９基）をまとまりとして捉え

ることができる。北東地区は、小さな沢を挟んで西側にⅢ群（４４０基）、東側に

Ⅳ群（２０基）のまとまりを捉えることができる。Ⅰ・Ⅱ群とⅢ・Ⅳ群の間には土

壙墓は分布せず、墓域の空白地帯となっている。

土壙墓の形態は平面では楕円形が最も多く、わずかに隅丸方形、円形がみられる。

長軸長は５０～１９４㎝、短軸長は３０～１１０㎝、深さは確認面から５～６３㎝

で規模は多様である。

土壙墓からは、埋葬された人の装身具・副葬品と考えられる各種出土遺物やベン

ガラの散布が発見されているが、人骨が遺存していたものはない。竪穴住居跡は南

西地区と北東地区にそれぞれ１軒ずつ発見されており、特に北東地区で発見された

２号住居跡は床面全体に３層にわたって焼け面がみられた。掘立柱建物跡は、南西

地区に５棟発見され、いずれも１間×１間で、東西が３．３ｍ～４．７ｍ、南北が

４．１～４．７ｍ、柱掘り方は直径４０～５０㎝前後の円形を呈し、深さは７０～

１００㎝程度である。これらの竪穴住居跡や掘立柱建物跡は、その遺構の特徴から

通常の居住用ではなく、葬送儀礼に関係する施設の可能性が指摘されている（秋田

市2002・2004）。調査区中央部の土壙墓が分布しないエリアには、土坑が１６８基

検出されている。沢状地形の遺物包含層からは縄文時代晩期の土器・土製品・石器

が多量に出土しており、土面（県指定有形文化財）が１点出土している。

その他、御所野台地における縄文時代晩期の遺跡は、坂ノ上Ｃ遺跡（秋田市教育

委員会1983・1989）、狸崎Ａ遺跡（秋田市教育委員会1985）、坂ノ下Ⅰ遺跡（秋田

考古学協会1969、秋田市教育委員会1976・1989）が知られている（第７図）。坂ノ

上Ｃ遺跡では大洞Ｂ式土器が、坂ノ下Ⅰ遺跡では大洞ＢＣ式土器が採集されている。

また、狸崎Ａ遺跡では竪穴住居跡９軒、竪穴状遺構１基、焼土遺構６基、土坑６０

基が発見されている。土坑６０基のうち、６基は断面がフラスコ状・袋状となって

おり貯蔵穴と推定され、２８基は平面形が楕円形で耳飾りや玉類が出土し土壙墓と

推定されている。そして、弥生時代前期を中心とした地蔵田遺跡（竪穴住居跡４軒、

木柵跡３条、土壙墓５１基、土器棺墓２５基など）がある（秋田市教育委員会1986）。

（３）出土品について

出土品の出土状況は、遺構内出土遺物と遺構外（遺物包含層）出土遺物がある。

遺構内出土遺物では、土壙墓から完形土器や土製品（耳飾り・ボタン状土製品）、

石製品（勾玉・小玉）、石器（四脚状石器、石鏃、石斧）が出土している（第１図

１～８、１１～２６）。これらは、墓関係の遺構からの出土であり、遺跡の特徴で

ある墓地としての役割を特徴づける遺構の性格や時期、副葬品を考えるうえで、一

括資料として重要である。また、土器棺墓が１基発見されており、小型の壺形土器

と鉢形土器が出土している（第１図９・１０）。

遺構外（遺物包含層）出土遺物は、大半は遺跡中央の沢状地形の部分からの出土
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である。主要なものとして、多様な形態の完形土器やミニチュア土器、土製品（土

偶・耳飾り）、石製品（勾玉・ボタン状石製品・石棒・独鈷石）がある（第２図２

７～４２、図３～５）。この中でも特に、完形土器は、縄文時代晩期中葉の雲形文

が施文される皿形土器・鉢形土器・壺形土器が多数出土している。その他、注口形

土器・香炉形土器などの特殊な器形の土器が出土している。また、土偶や石棒、独

鈷石など特殊な遺物が発見されている。これらの出土遺物は、遺跡内での儀礼に用

いられた道具の可能性が高く、当該期における祭祀を理解するうえで重要である。

（４）地方遺跡出土品の考古学的価値

以下の３点にまとめることができる。

①土壙墓・土器棺墓から出土した一括資料は、遺構の位置関係などから、縄文時

代晩期の墓域の構造を知ることができ貴重である。

②遺構外出土遺物は、墓地周辺で行われた儀礼で使われたと考えられる特殊な土

器や土偶等が出土しており、当該期の祭祀を理解するうえで貴重である。

③出土資料から選定された８９点の出土品は、上述の地方遺跡の特徴をとらえた

ものであり、縄文時代における社会構造を明らかにするうえで貴重である。

（註１）地方遺跡の出土品のうち「地方遺跡出土土面」は、平成２２年３月に秋田市指定文化

財に、平成２４年３月に秋田県指定文化財に指定されている。

（註２）真崎勇助『雲根録一ノ二』において、明治８年（1875）11月22日に「河辺郡横山村ヲ

過テ猿田街道ト云処ヲ二三丁行キテ弓手ニ畑（目長潟村分）アリ」そこから石鏃、磨

製石斧、石匙等を採取した、という記述がある（冨樫2011）。

参考文献

秋田考古学協会 1969『秋田市東南台地に於ける遺跡分布調査報告書』

秋田市 2002『秋田市史 第六巻 考古 資料編』

秋田市 2004『秋田市史 第一巻 先史・古代通史編』

秋田市教育委員会 1976『小阿地 下堤遺跡 坂ノ上遺跡 発掘調査報告書』

秋田市教育員会 1983『秋田市 秋田臨空港新都市開発関係文化財発掘調査報告書－下堤Ｇ遺跡・

野畑遺跡・湯ノ沢Ｂ遺跡－』

秋田市教育委員会 1985『秋田市 秋田臨空港新都市開発関係文化財発掘調査報告書－下堤Ｅ遺跡

・下堤Ｆ遺跡・坂ノ上Ｆ遺跡・狸崎Ａ遺跡・湯ノ沢Ｄ遺跡・深田沢遺跡－』

秋田市教育委員会 1986『秋田市 新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書－地蔵田Ｂ

遺跡・台Ａ遺跡・湯ノ沢Ｆ遺跡－』

秋田市教育委員会 1987『秋田市 秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書－地方

遺跡・台Ｂ遺跡－』

秋田市教育委員会 1989『秋田県秋田市遺跡詳細分布調査報告書』
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写真 地方遺跡指定候補物件（代表的なもの） 
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定例会資料：議案第４号

令 和 ２ 年 ３ 月 １ ８ 日

教 育 委 員 会 総 務 課

議案第４号

秋田市教育委員会行政組織規則の一部を改正する件

秋田市教育委員会行政組織規則の一部を次のように改正する。

令和２年３月18日提出

秋田市教育委員会

教育長 佐 藤 孝 哉

秋田市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則

秋田市教育委員会行政組織規則（平成３年秋田市教委規則第１号）の一

部を次のように改正する。

第20条第９号中「中央図書館」の次に「（土崎図書館、新屋図書館およ

び雄和図書館を含む。）」を加える。

第21条第４号、第21条の２第４号および第22条第４号を削る。

第27条第１項の表中

「
１ 室長 室 上司の命を受けて、所管事

２ 課長 課 務を掌理し、所属職員を指

３ 館長 自然科学学習館 揮監督する。

図書館

４ 所長 学校給食センター
を

教育研究所

太平山自然学習セ

ンター

５ 分館長 中央図書館明徳館

河辺分館
」
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「
１ 課長 課 上司の命を受けて、所管事

２ 室長 室 務を掌理し、所属職員を指

３ 館長 学習館 揮監督する。

図書館

４ 所長 学校給食センター
に

教育研究所

自然学習センター

４の２ 事務長 中央図書館 上司の命を受けて、所管事

５ 分館長 中央図書館明徳館 務を掌理する。

河辺分館
」

改め、同条第２項の表中

「 「
室長補佐 室 課長補佐 課

を に
課長補佐 課 室長補佐 室

」 」

改め、同表第６号中「自然科学学習館」を「学習館」に改め、同表第７号

中「太平山自然学習センター」を「自然学習センター」に改め、同表中第

９号を削り、第10号を第９号とし、第11号から第15号までを１号ずつ繰り

上げ、同条第３項中「前項の表第１号から第13号まで」を「前項の表第１

号から第12号まで」に、「前項の表第14号および第15号」を「前項の表第

13号および第14号」に改める。

附 則

この規則は、令和２年４月１日から施行する。

提案理由

図書館における予算経理に関する事務を中央図書館明徳館において集中

管理するとともに、規定を整備するため、改正しようとするものである。
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秋田市教育委員会行政組織規則の一部改正

第１ 改正理由

図書館における予算経理に関する事務を中央図書館明徳館において集

中管理するとともに、規定を整備するため、改正しようとするものであ

る。

第２ 改正要旨

１ 第20条関係（中央図書館明徳館の分掌事務等）

中央図書館明徳館の分掌事務に、土崎・新屋・雄和図書館の予算経

理に関する事務を加えるもの

２ 第21条から第22条まで関係

中央図書館明徳館の分掌事務に、土崎・新屋・雄和図書館の予算経

理に関する事務を加えることに伴い、規定を整備するもの

３ 第27条関係（職員の職）

(1) 図書館における予算経理に関する事務の決裁を中央図書館明徳館

事務長が行うことに伴い、規定を整備するもの

(2) その他規定を整備するもの

４ 附則関係

施行は、令和２年４月１日からとするもの
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秋田市教育委員会行政組織規則新旧対照表

改 正 案 現 行

目次 （略） 目次 （略）

第１条～第19条 （略） 第１条～第19条 （略）

（中央図書館明徳館の分掌事務等） （中央図書館明徳館の分掌事務等）

第20条 秋田市立図書館条例（昭和57年秋田市条例 第20条 秋田市立図書館条例（昭和57年秋田市条例

第36号。以下「図書館条例」という。）の規定に 第36号。以下「図書館条例」という。）の規定に

よる中央図書館明徳館（以下「中央図書館」とい よる中央図書館明徳館（以下「中央図書館」とい

う。）の分掌する事務は、おおむね次のとおりと う。）の分掌する事務は、おおむね次のとおりと

する。 する。

(1) 図書、記録、視聴覚教育の資料その他必要な (1) 図書、記録、視聴覚教育の資料その他必要な

資料（以下「図書館資料」という。）の収集、 資料（以下「図書館資料」という。）の収集、

整理および保存に関すること。 整理および保存に関すること。

(2) 図書館資料の利用に関すること。 (2) 図書館資料の利用に関すること。

(3) 読書相談および対面朗読に関すること。 (3) 読書相談および対面朗読に関すること。

(4) 移動図書館に関すること。 (4) 移動図書館に関すること。

(5) 図書館協議会に関すること。 (5) 図書館協議会に関すること。

(6) 分館に関すること。 (6) 分館に関すること。

(7) 中央図書館明徳館文庫に関すること。 (7) 中央図書館明徳館文庫に関すること。

(8) 土崎図書館、新屋図書館および雄和図書館と (8) 土崎図書館、新屋図書館および雄和図書館と

の連絡調整に関すること。 の連絡調整に関すること。

(9) 中央図書館（土崎図書館、新屋図書館および (9) 中央図書館の予算経理に関すること。

雄和図書館を含む。）の予算経理に関すること｡

（土崎図書館の分掌事務） （土崎図書館の分掌事務）

第21条 図書館条例第２条の規定による土崎図書館 第21条 図書館条例第２条の規定による土崎図書館

の分掌する事務は、おおむね次のとおりとする。 の分掌する事務は、おおむね次のとおりとする。

(1) 図書館資料の収集、整理および保存に関する (1) 図書館資料の収集、整理および保存に関する

こと。 こと。

(2) 図書館資料の利用に関すること。 (2) 図書館資料の利用に関すること。

(3) 読書相談および対面朗読に関すること。 (3) 読書相談および対面朗読に関すること。

(4) 土崎図書館の予算経理に関すること。

（新屋図書館の分掌事務） （新屋図書館の分掌事務）

第21条の２ 図書館条例第２条の規定による新屋図 第21条の２ 図書館条例第２条の規定による新屋図

書館の分掌する事務は、おおむね次のとおりとす 書館の分掌する事務は、おおむね次のとおりとす
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る。 る。

(1) 図書館資料の収集、整理および保存に関する (1) 図書館資料の収集、整理および保存に関する

こと。 こと。

(2) 図書館資料の利用に関すること。 (2) 図書館資料の利用に関すること。

(3) 読書相談および対面朗読に関すること。 (3) 読書相談および対面朗読に関すること。

(4) 新屋図書館の予算経理に関すること。

（雄和図書館の分掌事務） （雄和図書館の分掌事務）

第22条 図書館条例第２条の規定による雄和図書館 第22条 図書館条例第２条の規定による雄和図書館

の分掌する事務は、おおむね次のとおりとする。 の分掌する事務は、おおむね次のとおりとする。

(1) 図書館資料の収集、整理および保存に関する (1) 図書館資料の収集、整理および保存に関する

こと。 こと。

(2) 図書館資料の利用に関すること。 (2) 図書館資料の利用に関すること。

(3) 読書相談および対面朗読に関すること。 (3) 読書相談および対面朗読に関すること。

(4) 雄和図書館の予算経理に関すること。

第23条～第26条 （略） 第23条～第26条 （略）

（職員の職） （職員の職）

第27条 次の表の左欄に掲げる職は、それぞれ同表 第27条 次の表の左欄に掲げる職は、それぞれ同表

の中欄に掲げる事務局および教育機関に置き、そ の中欄に掲げる事務局および教育機関に置き、そ

の職務は、それぞれ同表の右欄に定めるところに の職務は、それぞれ同表の右欄に定めるところに

よる。 よる。

番号 左欄 中欄 右欄 番号 左欄 中欄 右欄

１ 課長 課 上司の命を受 １ 室長 室 上司の命を受

２ 室長 室 けて、所管事 ２ 課長 課 けて、所管事

３ 館長 学習館 務を掌理し、 ３ 館長 自然科学学習館 務を掌理し、

図書館 所属職員を指 図書館 所属職員を指

４ 所長 学校給食センター 揮監督する。 ４ 所長 学校給食センター 揮監督する。

教育研究所 教育研究所

自然学習センター 太平山自然学習セ

ンター

４の２ 事務長 中央図書館 上司の命を受

けて、所管事

５ 分館長 中央図書館明徳館 務を掌理す ５ 分館長 中央図書館明徳館

河辺分館 る。 河辺分館

６ （略） ６ （略）

７ （略） ７ （略）

８ （略） ８ （略）

９ （略） ９ （略）
（略） （略）

10 （略） 10 （略）
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２ 前項に定めるもののほか、同項に規定する職を ２ 前項に定めるもののほか、同項に規定する職を

補佐する職又は特定の事務を処理させる職として､ 補佐する職又は特定の事務を処理させる職として､

必要に応じて、次の左欄に掲げる職をそれぞれ同 必要に応じて、次の左欄に掲げる職をそれぞれ同

表の中欄に掲げる事務局および教育機関に置き、 表の中欄に掲げる事務局および教育機関に置き、

その職務はそれぞれ同表の右欄に定めるところに その職務はそれぞれ同表の右欄に定めるところに

よる。 よる。

番号 左欄 中欄 右欄 番号 左欄 中欄 右欄

（略） （略）

４ 課長補佐 課 所属長を補佐 ４ 室長補佐 室 所属長を補佐

５ 室長補佐 室 し、所管の事 ５ 課長補佐 課 し、所管の事

６ 副館長 学習館 務を処理す ６ 副館長 自然科学学習館 務を処理す

図書館 る。 図書館 る。

７ 副所長 学校給食センター ７ 副所長 学校給食センター

教育研究所 教育研究所

自然学習センター 太平山自然学習セ

ンター

８ （略） ８ （略）

９ 事務長 図書館 上司の命を受

けて、所管事

務を掌理す

る。

９ （略） 10 （略）

10 （略） 11 （略）

11 （略） 12 （略）

12 （略） 13 （略）

13 （略） 14 （略）

14 （略） 15 （略）

３ 第１項の表第１号から第７号までに掲げる職、 ３ 第１項の表第１号から第７号までに掲げる職、

前項の表第１号から第12号までに掲げる職および 前項の表第１号から第13号までに掲げる職および

法令に特別の定めがある職は、事務職員又は技術 法令に特別の定めがある職は、事務職員又は技術

職員の中から命じ、第１項の表第８号から第10号 職員の中から命じ、第１項の表第８号から第10号

までに掲げる職ならびに前項の表第13号および第 までに掲げる職ならびに前項の表第14号および第

14号に掲げる職は、その他職員の中から命ずる。 15号に掲げる職は、その他職員の中から命ずる。

以下 （略） 以下 （略）
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